
TGSW2021 にてブラジル・サンタクルス⽇本病院とオンラインセミナーを開催 

                           国際医療センター 

 11 ⽉ 5 ⽇（⾦）、TGSW2021 において採択された当センター企画のセッション

をウェビナー開催いたしました。 

当該セッションは、「新型コロナウイルス感染爆発と医療危機との闘い_ブラジ

ルからの緊急レポート」のタイトルで、ブラジル・サンタクルス⽇本病院とオン

ラインでつなぎ、現地からの緊急レポートを報告いただきました。セッション内

では、それぞれの報告に対し本院医師からの質問が活発にあがりました。 

その後、発表内容に対しての当院での取り組み事例等を報告し、相互にこの貴重

な経験を共有する機会となりました。 

このような知識・経験の共有はニューノーマル時代の⼤切なキーワードであ

り、この共有こそが新たな時代に⽴ち向かう⼤きな⼒となり得ること、それを活

かすことで次の国際協⼒や交流につながっていくこと等を互いに確認し、セミ

ナーは盛会のうちに閉会いたしました。今年度は本学とサンタクルス⽇本病院

との協定も更新され、両機関の今後のさらなる交流が期待されます。 

詳細は TGSW2021 のウェブサイトにてご確認いただけます。 
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